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顎 口腔 領域感染症 に対す る新 しい合成Cephalosporin系 抗 生物質

Ceftezoleの 使用経験
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近 年Cephalosporin系 薬 剤 の 開 発 が 著 し く進 み,各

種 の 合 成Cephalosporin製 剤 が 実 用 化 さ れ,日 常 臨 床

に供 され て い る。

Ceftezole(CTZ)は 藤 沢 薬 品 工 業 中央 研 究 所 で 合 成

さ れ,中 外 製 薬 で 開 発 さ れ た 新 しい 合 成Cephalospo-

rin系 抗 生 物 質 で,Fig.1の よ うな 構 造 を 有 し,従 来

のCephalosporin系 製 剤,と くにCefazolin(CEZ)

にほぼ類似 した抗菌 力,抗 菌 スペ ク トラムを有 し,in

vitroに お ける検索で はStapk. aureus, Strept.pyo-

genesを 始 めとす るグラム陽性 菌群 に対 してす ぐれた抗

菌 力を有 し,グ ラム陰性菌群 に対 して もCEZに 比べ

てほ とん ど差 はない とされて いる。1,2)

今回我 々は本剤 を口腔外科領域 急性 感染症 に使用 し,

その効果 につ いて臨床 的検討 を行 なったのでその結果 の

概要 を報告す る。

対象症例お よび投与方法

対象 症例 は1974年11月 か ら1975年2月 までに東京

医科歯科大学 歯学部附属病院 第1口 腔外科,国 立国府台

病院歯科 口腔外 科お よび厚生年 金病院歯科 口腔外科 を受

診 した顎 口腔領域 の急性 化膿性感染症15例 で,男 性12

例,女 性3例 である。年令は,17才 か ら57才 までであ

った。対象疾患 の内訳はTable 1に 示す ように急性化

膿 性顎骨 々髄炎6例,急 性化膿性歯槽骨 炎5例,口 底蜂

窩 織炎1例,下 顎 骨周囲炎1例,扁 桃周 囲炎2例 であ っ

た。

投 与量お よび投 与方 法は筋注を主体 と し,症 状 に応 じ

5%ブ ドウ糖500ml溶 解に よる点滴静注 を併用 した。

したが って,1日 投与量 は最低19よ り最高39ま での

幅が あ るが,15例 中9例 が1日 量lgで ある。 なお投

与 日数は対象疾患 ならびに症状に よって差 異が あ り原則

と して最 低3日 間は連続 投与を行ない,多 くの症例は3

～7日 間の投与を行 なった.最 長投与 日数は11日 間で

あ った。

効 果 判 定 基 準

効果 判定 には局所所見を重点 と し,「 歯科口腔領域に

おけ る抗 生物 質の効果判定に関す る委員会 案」に準 じ,

局所の発赤,腫 脹,疹 痛,硬 結,開 口障 害の他,全 身所

Fig. 1 Chemical structure of CTZ

Table 1 Cases classified by diagnosis
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見 として発熱,全 身倦怠,食 欲不振を加 えた13項 目に

つ いての点数法を採用 した。効果 判定 日を原則 として投

与後3日 目と し,効 果判定 日評価点 を投与開始 日評価点

で除 した比 ならびに,主 治医 の判定 を基礎 と して著効,

有 効,無 効の3段 階の総合判定を行な った(Table2)。

使 用 成 績

対象疾患別効果はTable3に 示す よ うに 顎骨 々髄 炎

では6例 中5例 に有効,1例 が著効 を示 した。投与量 で

Table 2 Method of efficacious judgement 

Rating scale : On 13 items, giving priority to 

local findings

Table 3 Clinical results of CTZ
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は これ らの うちの3例 が初期 投与量が2～39で,他 疾

患群に比べ 投与量の高 い ものが多い傾向で あった。

また,歯 槽 骨炎5例 の うち副作 用のため投与 中止 した

1例 を除 き,3例 が有効,1例 が 無効 と判定 した 。 この

うち無効 と判定 した1例 は症状 の増 悪は見 られ なか った

が,栄 養摂取不良か ら改 善が遅延 した症 例であ る。 この

群 では無効 と判定 した1例 を除 き1日 投与量は1gで あ

った。顎骨周囲炎,口 底蜂窩織炎,各1例 はいずれ も有

効 であ り,扁 桃周 囲炎2例 も1日 投与量 の差はあ るが い

ず れ も有 効であ った 。

以上全 症例を まとめ ると,中 止の1例 を除 き,14例 中

1例(7.1%)に 著効,12例(85.8%)に 有 効,1例(7.1

%)が 無効 であ り,著 効,有 効 あわせて92.9%に 効果

が認め られ た。 なお15症 例 中の4症 例 に膿 汁か ら菌 を

検出 し得 たが,α-Streptococcus(No.1),Strept.

Pneumoniae(No.15),Stapk.albus(No.4),E.

coli+Streptocoocus+Stapk.albus(No.3)等 であ

り,本 剤の感受性試 験は行な っていないが これ らを検出

した症例は いずれ も有効 と判定 され た。

副 作 用

副作用の認め られ た ものは15例 中1例(6.6%)で あ

り,2日 目に全身熱感 を認め,た だ ちに投与を中止 し,

他剤 に変更 した例で ある。本例にお いては投与前に皮 内

テス トを施 行 したが陰性 であった。

本剤 を用 いて治療 した本報 告症例中,典 型 的経過を示

して緩解,治 癒 した左上顎骨骨髄 炎(症 例3)の 概要を

次に記す。

症例338才,男(Fig.2)

病歴:5日 前,Laに 自発痛 を認め今治水 を塗布 したが

軽快 しな かった。3日 目に左頬 部の腫脹 を生 じ,4日 目

には腫脹 は左 眼瞼周囲 まで増大 し,他 院で抗 生剤の投与

を受 けたが軽快せ ず当科 を受 診 した。

来 院時現症:左 頬 部,眼 窩下部,鼻 翼部 に 腫 脹 を 生

じ,左 眼開眼不全 で熱感,圧 痛 を認めた。 口腔 内所 見で

は〓345に 強度 の動揺,打 診痛 を認め,周 囲粘膜 には

著 明な発赤,腫 脹 および圧痛が あった。

処 置および経過:本 例で は入院初回 か らCTZを 筋 注

1g/日,点 滴29/圏 ずつ投与 した ところ,3日 目か ら

腫脹,落 痛が軽減 し,平 熱 となった。結局6旧 間本 剤の

単独投与で治癒 し,原 因歯 の抜歯 を行 なった(Fig.2)。

総括 および考察

CTZはCEZ類 縁化 合物 の1つ と して開発 され た新

しい合成CePhalosPorin系 抗生物質 であ り,そ の抗菌

スペ ク トラムはCEZと 同様に広範 囲で,Cephalosp-

orin系 薬 剤感 性の グ ラム陰性桿菌に対 して強 い抗菌力

を持つ とされ てい る。本剤は経 口投与 では吸収 され難 い

た め,投 与は筋注 または静注に よらねば な らないが,有

効 血中濃度は投与 後す みやかに上昇 し,体 内各臓器 に移

行 後,投 与量 のほ とん どが代謝 されずに 排泄され るとさ

れ てい る2)。

顎 口腔 領域にお ける感 染症は口腔内の常在菌群 の存在

な らびに慢性病巣 に有す るウ蝕歯,歯 肉,歯 槽 骨とそ の

周 囲軟組 織な どの解剖生理学 的な らびに細菌学的条件か

ら,こ れ ら骨,軟 組織を含 んだ歯性感染症を惹起 し易 い

特異性を有 してお り,起 炎菌 と してはStaph.aureus,

Stapk.albusな らびにStrept.haemolyticus,Stre-

pt.viridansな どの常在菌に よる単独のあ るいはそれ ら

に よる混 合感 染が最 も頻度が高 く,さ らに これ らに加え,

E.coli,Pseudomonasな どの2次 感染を伴な うこと

もまれで な く感 染病巣か らはそ の他 の グラム陽性あ るい

は陰性の球菌あ るいは桿菌類が検出 され る。 し た が っ

て,こ れ ら歯性感染症 に対す る薬剤の選択に際 しては病

勢 と治療の緊急度に応 じ,感 受性試験を待たず治療 を開

始せ ざるを得ない場合が 多 く,広 範囲の スペ ク トラムを

有 しMICの 低 い ものが要求 され る。 この点で 口腔領

域感染症 においては最近 の合成Penicillin系 抗生物質

に加え,合 成CephalosPorin系 抗生物質の選択の必要

性が増加 しつ つあ る3)。

本剤の臨床 分離菌に対す る細菌学 的検討におけ る抗菌

スペ ク トラムはCEZと ほぼ同等の効力を有 し,ま た

感染 動物実験にお いて もCEZ,CePhalothinと ほぼ同

等 の効果を有す るとされ る。

今 回われわれは本 剤を口腔領域感染症15例 に使 用 し,

その臨床成績 を検 討 したが,副 作用 のため中止 した1例

を除 き,14例 中13例(92.9%)に 効果 が認め られ た。

Fig. 2 Case 3, 38 y., M., Left osteomyelitis 

maxillaris
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無効 と判定 した例 も治癒の遅延が あった と考え られ るも

ので増 悪はみ られず,予 後経過は 良好であ った。 これ ら

の症例 を病勢 の 進 行期別に 見 た場合(Table4),有 効

例(著 効+有 効)以 上13例 の うち初期 ～ 進行期が7

例,極 期が6例 とほ とん ど差 は見 られず,ま た投与量に

よる効果 の差 もほぼ同様であ った。 また,症 例の うち病

巣か ら菌 を検 出 し得 た例は4例 で あ り,グ ラム陽性菌群

が主体 であるが,こ れ らの症例はすべ て有 効 と判定 され

てお り,感 受性試 験は行な って いな いが これ らの菌群に

対 しては有効であ った といい うると考 える。

本 剤の投与にあた っては,吸 収 の問題 か ら静注な い し

筋注 に限 られ るため,口 腔領域感染症 で外 来患者が主体

となる場合,有 効血 中濃 度維持 のため適応 が限定 され る

難点が あるが,ヒ ト血 中濃 度は1g投 与6時 間後,筋 注

で0.40±0.5μg/ml,静 注では0.4±0.7μg/mlと 比

較 的高 く,ま た ヒ ト血 清蛋 白結合率 はCEZに 比べ低い

とされ ていること2)な どか ら,本 剤 の初期投与 は1日2

回 の筋 注または点滴静 注を行な った。 なお通 院加 療を し

なけれ ばな らなかった症例 は1日1回1gの 投与を行な

った例 もあ り,投 与量 は体 重1kgあ た り14.2mgか

ら51.7mgで,平 均27.2mgで あ った 。臨床 効果 と

してはいずれ も有効であ り,外 来通院患者 に対 す る投与

法 に多少の難点はあ るに しろ,口 腔外科領域感 染症に対

す る薬 剤 として有用 と評価 し得 ると考え られ る。

本 剤の副作用 としては,1例 に2日 目全 身熱感を生 じ

たため投与 中止 した例があ った 。投与量,期 間 と もに長

期 の ものは な く,投 与法 も限 られ るが,そ の他特記す る

ような副作用 はみ られ なか った ことは評価 してよい と思

わ れ る。 しか し,臨 床効果を含 め,さ らに症例を追加 し

て検討す る余地 があ ると考え る。

結 論

顎口腔領域急性感 染症15例 に対 し,新 しいCephalo-

sporin系 抗 生物質CTZを 静 注お よび筋注投与 し,そ

の臨床効果を検 討 した結果,投 与 中止の1例 を除 き著効

1例,有 効12例,無 効1例,有 効 率92.7%の 成績 を得

た。投与法につ いて注射剤 とい う限定はあ るが,口 腔鎮

域 感染症に対 してその効果が期待 で きる薬剤 と考 えられ

る。

なお投与量,投 与 法については症例 を追加 して検 討の

余地 があ る。 また,副 作用につ いては2日 目に全身 熱感 、

を 生 じ投与中止 した1例 を認めた だけであ った。
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Table 4 Efficacy classified by phase
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CLINICAL EXPERIENCE WITH CEFTEZOLE, A NEW SYNTHETIC 

CEPHALOSPORIN ANTIBIOTIC, IN THE INFECTIONS 

OF MAXILLO FACIAL REGION 
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Ceftezole (CTZ), a new cephalosporin antibiotic, was administered intravenous and intramuscularly for 15 

cases of acute infections in maxillo-facial region, and the clinical effects were investigated. 

The results obtained were excellent in 1 case, good in 12 cases, poor in 1 case, effective ratio being 92.7%, with 
additional 1 case of administration interruption. CTZ may be expected as an effective drug for infections of 

oral and maxillo-facial region, though its administration method is limited. As a side effect of the drug, only 1 case 

complained of general fever feeling on the second day which was obliged to interrupt the administration of 

CTZ.


